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防
災
に
関
す
る
優
れ
た
取
組
、
工
夫
・
ア
イ

デ
ア
等
、
防
災
に
関
す
る
幅
広
い
視
点
か
ら
の

効
果
的
な
取
組
を
表
彰
す
る
「
防
災
ま
ち
づ
く

り
大
賞
」
に
お
い
て
、
長
岡
協
働
型
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
消
防
庁
長
官
賞
を
受
賞

し
た
。

　
長
岡
協
働
型
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

は
、（
社
福
）
長
岡
市
社
会
協
議
会
、（
特
活
）

住
民
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ジ
ャ
パ
ン
、（
特
活
）

な
が
お
か
生
活
情
報
交
流
ね
っ
と
、（
一
社
）

長
岡
青
年
会
議
所
、
中
越
市
民
防
災
安
全
士

会
、（
特
活
）
に
い
が
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、（
特
活
）
多
世
代
交
流
館
に

な
ニ
～
ナ
、
長
岡
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
、
長

岡
市
危
機
管
理
防
災
本
部
、（
公
社
）
中
越
防

災
安
全
推
進
機
構
の
一
一
の
団
体
か
ら
構
成
さ

れ
て
お
り
（
平
成
二
七
年
二
月
現
在
）、
災
害

時
に
お
け
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

開
設
・
運
営
な
ど
の
災
害
支
援
活
動
の
他
、
平

時
か
ら
防
災
意
識
啓
発
や
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
強
化
に
関
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
通
常
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運

営
は
社
会
福
祉
協
議
会
が
担
う
の
が
一
般
的
で

あ
る
が
、
長
岡
の
場
合
、
社
会
福
祉
協
議
会
が

主
体
と
な
り
つ
つ
も
青
年
会
議
所
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

と
の
協
働
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
特
徴

を
活
か
す
形
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
運
営
を
行
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま

た
、
外
国
人
支
援
に
当
た
る
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
や
子
育
て
支
援
を
行
う
多
世
代
交
流
館
に

な
ニ
ー
ナ
な
ど
の
テ
ー
マ
型
の
団
体
と
も
連
携

COSSS report　  2

し
て
支
援
活
動
に
当
た
る
こ
と
で
、
様
々
な
支

援
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
が
出
来
て

き
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
当
初
か
ら
こ
の
よ
う
な
災

害
支
援
体
制
が
出
来
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
平

成
一
六
年
の
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
や
中
越
地

震
で
は
、
様
々
な
団
体
が
個
別
に
支
援
活
動
を

行
っ
た
結
果
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
は

出
来
た
が
、
互
い
の
連
携
が
な
か
っ
た
た
め
に

支
援
の
重
複
や
、
す
き
間
が
生
じ
る
結
果
と
な

り
、
必
ず
し
も
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
支
援
活

動
が
出
来
た
と
は
言
え
な
い
。

　
そ
の
教
訓
を
活
か
し
、
災
害
発
生
時
に
お
け

る
ス
ム
ー
ズ
な
被
災
地
支
援
活
動
を
目
指
し

て
、
関
係
各
機
関
の
役
割
を
明
確
に
し
、
緩
や

か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
平
成
二
二
年
か
ら
開
催
さ
れ
た
の
が

被
災
時
対
応
検
討
会
（
事
務
局:

中
越
防
災
安

全
推
進
機
構
）
で
あ
る
。
検
討
会
の
メ
ン
バ
ー

は
、
上
述
の
構
成
団
体
の
他
に
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
支
所
地
域
の
社
協
ス
タ
ッ

フ
を
加
え
た
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
。

　
検
討
会
で
は
、
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
や
中

越
地
震
に
お
け
る
各
団
体
の
支
援
活
動
状
況
や

課
題
を
共
有
・
検
証
し
た
上
で
、
今
後
の
災
害

時
の
対
応
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
っ
た
。
こ
の

検
討
を
通
し
て
長
岡
市
に
お
け
る
協
働
型
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
機

能
、
設
置
手
順
、
関
係
機
関
の
役
割
等
を
明
確

に
す
る
こ
と
が
出
来
た
だ
け
で
な
く
、
支
援
団

体
間
で
被
災
地
支
援
・
被
災
者
支
援
の
理
念
の

特集 長岡協働型災害ボランティアセンターの取組み
　平成 22年度より、長岡市や長岡市社会福祉協議会、NPO団体などと協働・連携して災害ボランティアセンターを設置・運営
している「長岡協働型ボランティアセンター」が「第19回防災まちづくり大賞」の消防庁長官賞を受賞いたしました。今号では、
この取組みについてご紹介します。

平成 25 年 7 月・8 月豪雨 災害ボランティア活動

福島からの避難者の方々への足湯ボランティア

東日本大震災　物資搬入作業

東日本大震災　物資仕分け作業
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共
有
や
信
頼
関
係
の
構
築
が
図
れ
た
こ
と
が
非

常
に
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。

　

奇
し
く
も
こ
の
検
討
会
を
開
い
た
翌
平
成

二
三
年
よ
り
、
豪
雪
、
東
日
本
大
震
災
、
豪
雨

災
害
な
ど
毎
年
の
よ
う
に
災
害
に
見
舞
わ
れ
た

が
、
被
災
時
対
応
検
討
会
の
成
果
も
あ
り
、
関

係
機
関
が
協
働
・
連
携
し
て
支
援
活
動
を
展
開

す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

　

例
え
ば
、
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
は
、

三
〇
〇
ト
ン
近
く
の
支
援
物
資
を
長
岡
か
ら
東

日
本
へ
送
っ
た
が
、
そ
の
際
の
ト
ラ
ッ
ク
の
手

配
や
物
資
の
収
集
・
管
理
等
に
つ
い
て
は
専
門

的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
長
岡
青
年
会
議
所
が

中
心
と
な
っ
て
担
っ
た
こ
と
で
、
円
滑
に
物
資

を
被
災
地
へ
と
供
給
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま

た
、
情
報
発
信
の
た
め
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開

設
も
、
構
成
団
体
の
一
つ
で
あ
る
住
民
安
全

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ジ
ャ
パ
ン
の
協
力
に
よ
り
円
滑

に
行
え
た
こ
と
で
、
支
援
物
資
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集
に
関
し
て
的
確
な
情
報
発
信
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
他
、
平
成
二
五
年
七

月
八
月
豪
雨
に
お
い
て
も
水
害
後
の
ゴ
ミ
の
撤

去
作
業
に
お
い
て
、
行
政
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
路
上
の
ゴ
ミ
や

土
砂
撤
去
だ
け
で
な
く
民
有
地
内
の
ご
み
や
土

の
う
に
つ
い
て
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
最

大
限
に
活
用
し
て
撤
去
作
業
を
行
う
こ
と
で
、

問
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
な
ど
、
紙

面
の
関
係
上
、
ご
く
一
部
の
協
働
事
例
し
か
紹

介
で
き
な
い
が
、
被
災
時
対
応
検
討
会
で
の
検

討
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
災
害
時
に
お
け
る
組

織
を
超
え
た
様
々
な
協
働
や
連
携
が
生
ま
れ
て

き
て
い
る
。
ま
た
、
災
害
を
繰
り
返
し
経
験
す

る
こ
と
で
、
災
害
支
援
の
経
験
→
共
有
・
ふ
り

返
り
→
改
善
と
い
っ
た
流
れ
が
長
岡
に
お
け
る

災
害
支
援
の
文
化
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

昨
年
度
は
四
年
ぶ
り
に
災
害
の
な
い
年
で

あ
っ
た
が
、
災
害
の
な
い
平
時
に
お
い
て
も
支

援
団
体
間
の
顔
の
見
え
る
関
係
を
維
持
さ
せ
つ

つ
、
更
に
は
こ
れ
ま
で
つ
な
が
り
の
な
い
団
体

と
の
関
係
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
主
目
的
と

し
て
「
災
害
時
の
ア
レ
ル
ギ
ー
支
援
」「
災
害

時
の
消
防
団
と
の
連
携
」「
地
元
企
業
と
の
連

携
」「
障
が
い
者
支
援
」
を
考
え
る
勉
強
会
も

不
定
期
で
開
催
し
て
お
り
、
新
た
な
つ
な
が
り

も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
勉
強
会
の
他

に
、
災
害
支
援
の
た
め
の
検
討
会
な
ど
も
随
時

行
う
こ
と
で
、
災
害
対
応
力
の
強
化
も
進
め
て

い
る
。

　
そ
の
他
、
現
在
で
は
日
本
青
年
会
議
所
や
新

潟
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
調
整
会
議
な
ど
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
他
地
域
で
の
セ
ミ
ナ
ー
や

検
討
会
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
協
働
型
の
災
害

支
援
体
制
づ
く
り
の
普
及
や
支
援
を
全
国
各
地

（
東
京
都
足
立
区
、
北
海
道
、
新
潟
県
、
糸
魚

川
市
、
関
川
村
な
ど
）
で
行
っ
て
い
る
。

（
地
域
防
災
力
セ
ン
タ
ー
長　
　
河
内　
毅
）　

中越防災安全
推進機構

ながおか
生活情報交流

ねっと

住民安全
ネットワーク
ジャパン

長岡青年
会議所

長岡市
国際交流
センター

中越市民防災
安全士会

多世代交流館
になニーナ

新潟県
ボランティア
調整会議

協働型災害
ボランティアセンター

外国人 地域
コミュニティ

テーマ型
コミュニティ

女性・
子育て世代

ながおか市民
協働センター

外
国
人
支
援

女
性
・
子
育
て
支
援

障がい者
支援団体

高齢者
支援団体

長岡市

社 協

協働型災害ボランティアセンターのイメージ図
災害VCに所属する団体がそれぞれの特徴やネットワークを活かして災害支援活動を行う
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新
潟
県
で
は
、
ふ
る
さ
と
新
潟
防
災
教
育
推

進
事
業
（
※
）
が
始
ま
り
、
本
格
的
に
防
災
教

育
の
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
る
学
校
も
増
え
て

き
て
い
る
。

　
中
で
も
注
目
す
べ
き
な
の
が
、
特
別
支
援
学

校
に
お
け
る
防
災
教
育
で
あ
る
。
特
別
支
援
学

校
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
一
般
校
よ
り
も
、
臨

場
感
を
持
た
せ
、
ま
た
具
体
性
の
あ
る
訓
練
を

丁
寧
に
積
み
重
ね
、
災
害
時
の
避
難
行
動
に
結

び
つ
け
る
必
要
性
が
あ
る
。

　
当
機
構
で
運
営
し
て
い
る
小
千
谷
市
の
「
お

ぢ
や
震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
そ
な
え
館
」
で
は
、

特
別
支
援
学
校
に
よ
る
見
学
も
少
な
く
な
い
。

今
回
は
そ
の
一
例
で
あ
る
新
潟
県
立
小
出
特
別

支
援
学
校
の
見
学
の
様
子
を
紹
介
し
た
い
（
下

の
表
参
照
）。

　

特
別
支
援
学
校
の
防
災
に
関
し
て
い
え
ば
、

二
〇
一
一
年
に
起
こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
、
被

災
三
県
の
特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
教
育
活
動

展
開
中
に
死
亡
、
負
傷
し
た
児
童
生
徒
は
皆
無

で
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
特
別
支
援
学
校
の
場
合
、
危
機
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
へ
の
規
定
事
項
が
詳
細
で
あ
り
、
学
校
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

て
い
る
割
合
が
九
三
％
と
高
い
。
日
頃
か
ら
繰

り
返
し
丁
寧
に
避
難
訓
練
を
し
た
り
、
校
内
で

防
災
に
関
す
る
検
討
や
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
機

会
を
持
つ
（
学
校
全
体
で
六
二
％
、
特
別
支
援

学
校
で
九
五
％
に
の
ぼ
る
）
な
ど
、
一
般
校
よ

り
積
極
的
な
取
組
み
を
し
て
い
る
割
合
が
多

く
、
東
日
本
大
震
災
で
の
被
災
児
童
生
徒
が
ゼ

シリーズ「防災教育の現場から」　  第４回 新潟県立小出特別支援学校

　平成 25 年度末に完成し、新潟県下の小中学校および関係機関に配布された「新潟県防災教育プログラム」。これをきっか
けに、学校教育現場での防災教育の取組みが定着し、継続して実施されるよう、学校や地域の実状に合わせた「自校化」に焦
点を当て、県内の小中学校での先進的な取組み事例を、シリーズ「防災教育の現場から」として当機関紙で毎号紹介していく。

文章：地域防災力センター 関谷 央子　参考文献：『特別支援教育研究 2012-September p6-9』）
地域防災力センター、中越メモリアル回廊各施設では防災教育支援を行っています！お気軽にお問い合わせください。

ロ
で
あ
っ
た
状
況
を
考
え
る
と
、
ま
さ
に
平
常

時
か
ら
の
取
組
み
の
賜
物
だ
と
言
え
る
。

　
ふ
る
さ
と
新
潟
防
災
教
育
推
進
事
業
の
学
校

実
践
メ
ニ
ュ
ー（
補
助
金
事
業
）に
お
い
て
も
、

現
在
小
出
を
含
め
二
校
の
特
別
支
援
学
校
か
ら

直
接
申
請
が
上
が
っ
て
い
る
。
肢
体
不
自
由
や

さ
ま
ざ
ま
な
障
害
を
持
つ
児
童
生
徒
の
安
全
を

第
一
優
先
に
考
え
る
と
、
教
職
員
の
危
機
意
識

が
高
い
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
特
別
支
援

学
校
の
日
常
か
ら
の
姿
勢
に
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ

は
非
常
に
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
の
見
学

で
も
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
て
内
容
を

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
先
生
が
い
た
り
、
な
る

べ
く
や
さ
し
い
日
本
語
で
の
案
内
を
館
内
ス

タ
ッ
フ
も
心
が
け
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
害

を
持
つ
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
も
理
解
が
で
き

る
よ
う
、
多
く
の
工
夫
が
ち
り
ば
め
ら
れ
た
防

災
学
習
と
な
っ
た
。

　
特
別
支
援
学
校
に
限
ら
ず
、
一
般
校
に
お
い

て
も
、
被
災
経
験
の
な
い
子
ど
も
た
ち
に
、
災

害
時
の
状
況
や
、
普
段
か
ら
の
そ
な
え
の
大
切

さ
を
実
感
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
創
意
工
夫

が
必
要
で
あ
る
。
校
外
学
習
な
ど
で
、
ぜ
ひ
中

越
メ
モ
リ
ア
ル
回
廊
の
施
設
を
活
用
い
た
だ

き
、
災
害
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
う
。

　
ま
た
、
メ
モ
リ
ア
ル
回
廊
各
施
設
で
は
防
災

学
習
支
援
も
行
っ
て
い
る
。
施
設
見
学
及
び
学

校
に
お
け
る
防
災
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
、
お
気
軽
に
ご
相
談
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

※
ふ
る
さ
と
新
潟
防
災
教
育
推
進
事
業
：
平
成
二
六
年
度
か
ら
県
内
全
域
の
小
中
学
校
に
、新
潟
県
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
た
実
践
的
な
防
災
教
育
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
た
め
、

学
校
に
お
け
る
防
災
教
育
の
実
施
を
支
援
す
る
取
組
み
で
あ
る
。
学
校
実
践
事
業
（
補
助
金
事
業
）
と
学
校
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
分
か
れ
、当
機
構
は
学
校
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
受
託
し
て
い
る
。

◆実施概要
　○日時：平成27年 6月 25日（水）
　　　　　10時 10分～11時 40分
　○場所：おぢや震災ミュージアムそなえ館
　○対象校：新潟県立小出特別支援学校
　○対象人数：30名（小学部・中学部）

◆小出特別支援学校区の地理的特性
　中越地区の山間部に位置しており、地震・水害・大雪・土砂崩れなどが想定される。

◆小出特別支援学校の防災教育の方針
　災害が起こった時の被害を想定し、きちんと行動できる児童生徒を育てたい。児童生徒は
知的障害や肢体不自由があることから、災害時に自ら判断して避難行動をとることが困難な
ため、リアリティや具体性のある避難訓練や充実した防災教育の実施が肝要である。

①紙芝居（そなえ館スタッフ作成）を見る
　被災体験が子どもの目線で描かれており、震災時の
状況について、臨場感を持ち、わかりやすくイメージ
できる。

②地震動シミュレーターで
　　　　　　　　　　地震の揺れを体感
　地震の揺れを体感した後に、身を守る姿勢を取り
ながら、地震時の行動について具体的に学ぶ。

③展示室を見学
　シアター、写真パネル、被災した集合住宅を再現し
たブースなどで、被災した様子を視覚で確認しながら、
普段からの備えの大切さについて学ぶ。
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ムラビト・デザインセンター活動紹介

　
中
越
大
震
災
か
ら
一
〇
年
が
経
過
し
、
地
域

も
こ
の
節
目
に
新
し
い
局
面
を
迎
え
て
い
る
。

私
た
ち（
旧
）復
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
も「
復

興
」
か
ら
「
ム
ラ
ビ
ト
」
へ
と
名
称
を
改
め
た
。

「
ム
ラ
ビ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う

名
称
に
は
「
村
」「
人
」
の
デ
ザ
イ
ン
、「
村
人
」

と
地
域
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
こ
う
と
い
っ
た
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ム
ラ
ビ
ト
・
デ

ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
生
な
ど

地
域
に
新
し
い
視
点
を
も
た
ら
す
「
外
部
人

材
」
と
地
域
復
興
支
援
員
な
ど
の
地
域
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
「
地
域
支
援
人
材
」、
そ
し
て

地
域
の
担
い
手
で
あ
る
「
地
域
内
人
材
」
の
育

成
・
連
携
を
図
り
な
が
ら
震
災
復
興
を
越
え
た

活
気
あ
る
「
新
し
い
中
越
の
日
常
」
を
目
指
し

て
活
動
を
進
め
て
い
く
。

「
外
部
人
材
育
成
」

　

平
成
二
四
年
度
か
ら
イ
ナ
カ
レ
ッ
ジ
（
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業) 

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

定
住
者
が
出
る
な
ど
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い

る
。
今
後
も
都
市
か
ら
地
方
へ
の
動
き
を
加
速

化
さ
せ
て
い
く
た
め
に
引
き
続
き
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
事
業
を
行
う
。
ま
た
、
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
答
え
る
た
め
に
全
県
的
に
波
及
さ
せ
て
い
く

と
と
も
に
、
定
住
希
望
者
の
起
業
支
援
等
も

行
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
「
首
都
圏
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
事
業
」
と
し
て
、
首
都
圏
に
中
越
地

方
と
関
わ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
つ
く
り
、

交
流
イ
ベ
ン
ト
や
ツ
ア
ー
な
ど
の
企
画
運
営
、

直
売
事
業
、
新
規
事
業
開
発
等
を
行
う
こ
と
で

定
住
、
交
流
、
協
働
す
る
人
材
の
発
掘
・
育
成

を
行
う
。

「
地
域
支
援
人
材
育
成
」

　
地
域
復
興
支
援
員
、
集
落
支
援
員
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
、
自
治
体
職
員
な
ど
を
対
象
と
し

た
、地
域
活
動
を
支
え
る
人
の
た
め
の
研
修
会・

情
報
交
換
会
を
開
催
す
る
。
具
体
的
に
は
新
潟

県
内
の
先
進
的
な
地
域
づ
く
り
の
現
場
を
見
る

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
実
践
研
究（
農
村
起
業
、

女
性
、
野
生
動
物
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
、
森
林

資
源
、
空
き
家
、
農
業
経
営
）
の
公
開
ゼ
ミ
を

行
う
。

「
地
域
内
人
材
育
成
」

　
こ
れ
ま
で
は
、
復
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の

ス
タ
ッ
フ
が
一 

人
一 

人
テ
ー
マ
を
持
っ
て
、

必
要
に
応
じ
て
中
越
の
研
究
者
と
協
力
を
し
な

が
ら
、
現
場
で
の
実
践
と
合
わ
せ
た
研
究
を

行
っ
て
き
た
。
今
後
は
、こ
の
実
践
研
究
を「
地

域
復
興
支
援
員
」
や
「
地
域
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」「
地
域

住
民
」
等
と
共
に
地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
育
成
を
兼
ね
る
。

「
多
様
な
担
い
手
に
よ
る
地
域
づ
く
り
」

　
ム
ラ
ビ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
中

越
大
震
災
の
経
験
を
元
に
「
外
部
人
材
」「
地

域
支
援
」「
地
域
内
人
材
」
が
連
携
し
た
地
域

づ
く
り
目
指
し
て
い
く
。

（
ム
ラ
ビ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
野　
正
基
）

「復興デザイン」から「ムラビト・デザイン」へ



COSSS report　  6

山古志の夏の魅力～年中行事にみる地域性～

　
山
々
に
囲
ま
れ
、
万
緑
に
包
ま
れ
る
山
古
志

の
夏
。
各
集
落
で
は
年
中
行
事
と
し
て
盆
踊
り

が
行
わ
れ
る
。

　

一
昔
前
、
山
古
志
を
含
む
一
帯
の
地
域
は

二
十
村
郷
と
呼
ば
れ
、
同
じ
文
化
圏
特
有
の
盆

行
事
が
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　
盆
は
八
月
一
日
に
始
ま
り
、
一
三
日
に
家
々

に
迎
え
た
祖
霊
を
返
す
た
め
に
一
六
日
頃
に
各

集
落
の
神
社
で
盆
踊
り
を
盛
大
に
踊
る
の
だ
。

　
そ
の
盆
踊
り
で
は
、
萩
や
萱
、
提
灯
な
ど
で

装
飾
し
た
や
ぐ
ら
の
上
で
太
鼓
を
は
た
き
、
音

頭
取
り
の
甚
句
に
合
わ
せ
て
踊
る
。
若
者
は
化

粧
を
し
た
り
山
笠
を
被
る
な
ど
の
変
装
を
し
て

深
夜
ま
で
踊
り
続
け
、
祝
い
酒
を
手
に
各
集
落

の
会
場
を
練
り
歩
き
、
太
鼓
の
腕
前
を
披
露
し

な
が
ら
嫁
さ
が
し
を
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
の

楽
し
み
だ
っ
た
そ
う
だ
。

　
し
か
し
、
近
年
様
々
な
娯
楽
の
発
展
や
、
就

職
、
進
学
に
よ
る
若
者
の
流
出
も
あ
り
、
盆
踊

り
の
習
俗
を
伝
承
し
て
行
く
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
い
た
。

　
そ
の
中
で
、
山
古
志
は
中
越
大
震
災
で
壊
滅

的
被
害
を
受
け
、
全
村
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。

　
住
民
は
大
切
な
習
俗
を
守
る
た
め
、
避
難
生

活
中
に
も
山
古
志
合
同
盆
踊
り
を
開
催
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
。

　
帰
村
後
は
、
各
集
落
が
年
中
行
事
を
復
活
さ

せ
、
盆
踊
り
を
再
開
し
よ
う
と
取
り
組
ん
だ
。

　
そ
れ
で
も
、「
三
ヶ
地
区
」
と
呼
ば
れ
る
「
池

谷
」「
楢
木
」「
大
久
保
」
の
三
つ
の
集
落
で
は
、

人
口
減
、
高
齢
化
の
影
響
が
大
き
く
、
集
落
で

盆
踊
り
を
行
な
う
事
も
難
し
い
状
況
と
な
っ
て

い
た
。

　
そ
ん
な
状
況
の
な
か
、
公
民
館
活
動
に
取
り

組
む
集
落
の
若
者
が
中
心
と
な
り
、
地
域
復
興

支
援
員
や
東
洋
大
学
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
を
得
て
、
三
つ
の
集
落
が
手
を
取
り
合
っ
た

「
三
ヶ
合
同
盆
踊
り
」を
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
毎
年
、
慣
れ
な
い
太
鼓
や
音
頭
を
練
習
し
な

が
ら
の
開
催
で
は
あ
る
が
、
三
ヶ
交
友
会
（
集

落
出
身
者
の
会
）
も
駆
け
つ
け
て
く
れ
一
五
〇

人
を
超
え
る
集
客
が
あ
り
、
山
古
志
内
一
、二

を
争
う
程
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　
ま
た
、
昨
年
か
ら
山
古
志
の
二
十
代
の
青
年

が
中
心
と
な
っ
て
、
昔
の
よ
う
な
活
気
を
取
り

戻
す
べ
く
、
各
集
落
の
盆
踊
り
を
練
り
歩
き
、

盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　
震
災
前
か
ら
比
べ
て
人
口
は
約
半
分
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
山
古
志
だ
が
、
地
域
の
伝
統
行
事

を
守
ろ
う
と
い
う
思
い
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

世
代
を
問
わ
ず
住
民
が
一
丸
と
な
っ
て
活
動
す

る
様
子
は
、山
古
志
の
魅
力
を
象
徴
し
て
い
る
。

　
や
ま
こ
し
復
興
交
流
館
お
ら
た
る
で
は
、
こ

の
よ
う
な
四
季
折
々
、
あ
り
の
ま
ま
の
山
古
志

を
お
伝
え
し
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ
紙
面
で
は
伝

え
き
れ
な
い
夏
の
魅
力
が
あ
る
。
山
古
志
に
お

越
し
の
際
は
、
是
非
お
ら
た
る
に
お
立
ち
寄
り

い
た
だ
き
た
い
。

（
や
ま
こ
し
復
興
交
流
館
お
ら
た
る　
畔
上　
凌
）

三ヶ合同盆踊り 若手の練り歩き

仮装盆踊り
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シリーズ

人
石
いしぐろ

黒 みち子
　中越市民防災安全士会会員。日越幼稚園、日越小学校、

宮内中学校などに防災士として防災講座に出向いている。

中越地震後に、防災や災害時に役立つ様々な資格を取得。

聴覚障害者への情報提供手段である要約筆記を行ってお

り、各地の講座にも出向いている。

取材者：長岡震災アーカイブセンター　きおくみらい　松井 千明

―
中
越
地
震
発
生
時
の
状
況
と
感
じ
た
こ
と
を
教
え
て
下
さ
い

　
そ
の
時
は
小
千
谷
の
自
宅
に
い
ま
し
た
。
地
鳴
り
、
建
物
が
軋
む
音
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
の
悲
鳴
な
ど
い
ろ
ん
な
音
が
一
気
に
起
こ
っ

て
異
様
で
し
た
。
夜
が
明
け
て
、
建
物
の
倒
壊
や
地
割
れ
、
電
線
が
ち
ぎ
れ
て
道
路
に
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
様
子
を
目
の
当
た
り
に
し

た
時
、『
小
千
谷
は
こ
れ
で
終
わ
り
だ
。
も
う
復
興
で
き
な
い
』
と
絶
望
し
ま
し
た
。
な
ぜ
こ
こ
ま
で
心
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
し
ま
っ

た
の
か
と
考
え
た
時
、そ
れ
は
私
が
災
害
に
対
す
る
知
識
が
無
か
っ
た
か
ら
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。
も
う
一
つ
、苦
い
経
験
が
あ
り
ま
す
。

ご
近
所
に
高
齢
の
男
性
が
い
て
、
支
援
物
資
で
パ
ン
を
も
ら
っ
た
時
、
頑
な
に
断
る
な
か
「
遠
慮
し
な
く
て
い
い
か
ら
ど
う
ぞ
」
と
無

理
や
り
押
し
付
け
る
よ
う
に
し
て
渡
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
そ
の
人
は
ポ
ロ
ッ
と
「
気
持
ち
は
あ
り
が
た
い
け
ど
、
透
析
で
食
事
制

限
が
あ
る
の
で
食
べ
ら
れ
な
い
」。
そ
れ
を
聞
い
た
時
、
言
い
た
く
な
い
こ
と
を
言
わ
せ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
罪
悪
感
で
ガ
ー
ン
と
打
ち

の
め
さ
れ
ま
し
た
。
知
識
が
あ
れ
ば
、
顔
色
や
体
付
き
で
わ
か
っ
た
だ
ろ
う
に
、
気
付
け
ず
、
あ
え
て
言
わ
せ
て
し
ま
っ
た
の
は
私
の

無
知
さ
か
ら
だ
と
反
省
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
避
難
生
活
中
に
は
、
多
く
の
方
か
ら
炊
き
出
し
や
日
用
品
の
援
助
な
ど
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
。
震
災
前
か
ら
の
特
別
な

繋
が
り
が
な
い
県
外
の
方
々
に
も
「
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
様
だ
よ
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
見
返
り
を
求
め
な
い
温
か
い
心
に

触
れ
た
こ
と
が
、
沈
ん
だ
気
持
ち
を
持
ち
直
す
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

―
中
越
地
震
が
、
現
在
の
活
動
を
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
ん
で
す
ね

　
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
い
た
だ
い
た
温
か
い
ご
支
援
に
恩
返
し
す
る
気
持
ち
と
、
恩
返
し
の
方
法
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
考
え
た
結
果
、

地
震
の
経
験
を
お
伝
え
し
、
私
が
味
わ
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
を
二
度
と
他
の
方
に
し
て
欲
し
く
な
い
と
い
う
想
い
が
活
動
の
原
点
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
震
後
に
、
た
ま
た
ま
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
ら
、
長
岡
造
形
大
学
の
平
井
邦
彦
先
生
が
、
今
後
ま
た
起
こ
り
う
る
災
害
に
向
け
て
、

市
民
向
け
の
連
続
防
災
講
座
が
必
要
だ
と
い
う
よ
う
な
お
話
を
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
こ
で
、
大
学
に
「
も
し
そ
の
よ
う
な
講
座
が

開
設
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、ぜ
ひ
受
講
し
た
い
」
と
問
い
合
わ
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、本
当
に
「
中
越
市
民
防
災
安
全
大
学
」
が
開
校
し
、

一
期
生
と
し
て
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

―
安
全
大
学
卒
業
後
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い

　
週
３
日
ほ
ど
、
な
が
お
か
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
中
越
市
民
防
災
安
全
士
会
の
事
務
所
に
在
席
し
、
県
内
外
か
ら
の
視
察
の
対

応
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
防
災
士
と
し
て
、
日
越
幼
稚
園
や
日
越
小
学
校
や
宮
内
中
学
校
、
西
中
学
校
に
出
前
講
座
や
語
り

部
と
し
て
出
向
い
て
い
ま
す
。
講
座
後
に
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
感
想
の
お
手
紙
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
年
齢
な
り
の
気

づ
き
を
返
し
て
も
ら
え
る
と
、
す
ご
く
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
し
、
宝
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
目
標
を
教
え
て
下
さ
い

　
ひ
と
つ
は
、
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
こ
と
の
継
続
で
す
。
本
当
に
自
分
が
辛
か
っ
た
の
で
、
皆
さ
ん
に
は
こ
ん
な
思
い
は
し
て
も
ら
い

た
く
な
い
。
体
験
談
を
伝
え
て
い
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
が
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
避
難
所
運
営

に
つ
い
て
実
際
に
集
ま
っ
て
訓
練
を
し
て
み
た
い
で
す
。
自
分
だ
け
で
は
ス
キ
ル
が
足
り
な
い
の
で
、
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
な
り
な

が
ら
次
に
来
る
災
害
へ
の
準
備
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

第２回

いただいた支援への恩返しが活動の原点
　　　子どもたちからの感想の手紙は私の宝



 会員募集中！
　　当機構では、地域防災への取り組みや被災地への支援活動に賛同し、応援して下さる会員の方を募集
　しています。皆様のご入会をお待ちしています。
　 　参加資格：当機構の活動に関心のある 18 歳以上の方なら、どなたでも参加できます。
　 　会員特典：当機構が主催する研修・講座・イベント等のご案内をいたします。
 　　年会費　：正会員 5,000 円　個人賛助会員 3,000 円　団体賛助会員 100,000 円 ( １口以上 )
　 　※申込書は当機構ホームページよりダウンロードできます。

長岡震災アーカイブセンター
きおくみらい

〒 940-0062 
新潟県長岡市大手通 2-6 2 階
開館時間 平　日 10:00 ～ 18:00
　　　　 土日祝 10:00 ～ 17:00
休館日 毎週火曜日 年末年始
TEL 0258-39-5525/FAX 39-5526

〒 947-0026 
新潟県小千谷市上ノ山 4-4-2 2 階
開館時間 9:00 ～ 17:00
休館日 毎週水曜日 年末年始
TEL 0258-89-7480/FAX 89-7485

おぢや震災ミュージアム
そなえ館

〒 949-7503 
新潟県長岡市川口中山 1441 
開館時間 10:00 ～ 17:00
休館日 毎週火曜日 年末年始
TEL 0258-89-3620/FAX 89-3621

川口きずな館

〒 940-0204 
新潟県長岡市山古志竹沢甲 2835
開館時間 9:00 ～ 17:00
休館日 毎週火曜日 年末年始
TEL 0258-41-1203/FAX 41-1204

やまこし復興交流館
おらたる

施設のご案内

F
R
E
E

≪インフォメーション≫

≪中越メモリアル回廊全体図≫
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【きおくみらい発！災害メモリアルバスツアー（小国コース）を開催します！】
　中越メモリアル回廊の施設と、震災を乗り越え活力を取り戻した地域を巡るバスツアーを開催
します。美味しい郷土料理を食べたり、山歩きをしたり、小国の新たな魅力を見つけてみませんか。
日　時：平成 27 年 8 月 7 日（金）10 時～ 16 時 30 分
内　容：長岡震災アーカイブセンター発着～越路松籟閣～法末自然
　　　　の家やまびこ（昼食）～小国和紙生産組合（紙すき体験）
　　　　～中央図書館　他
参加費：1,500 円（昼食代・お茶代・保険料・バス代を含む）
定　員：20 名（小学生以下は保護者同伴。介助者同行であれば
　　　　どなたでも参加可能）
申込先：長岡震災アーカイブセンターきおくみらい
　　　　TEL：0258-39-5525　FAX：0258-39-5526
　　　　E-mail：kiokumirai@cosss.jp
次　回：川口コースを平成 27 年 10 月 18 日（日）に開催予定

【「夜のきずな館」計画中！】
　川口地域に若者の交流の場を作るべく、ＮＰＯ法人くらしサポー
ト越後川口が企画しているイベント「夜の○○」シリーズの第 3 弾
を川口きずな館にて計画中です！第 1 弾は「大根おろしアート鍋」
を調理し、第 2 弾は「夜のきずな館★ダンスダンスうどん」として、
うどん生地の上で踊ってコシを出し、交流会の〆に皆で食す会を催
しました。第 3 弾は、きずな館を会場とした夏の思い出となるイベ
ントを 8 月下旬に企画中です！
◎お問合せ：NPO 法人くらしサポート越後川口（0258-89-3620）

おらたるの看板娘がおくる

やまこしの日常４コマ

まんがの作者

 やまこし復興交流館
 おらたる スタッフ

 川上 沙織
2015年 11月
開館予定

柏崎市民活動センターまちから
中越沖地震のメモリアル施設

旧公会堂の喬柏園（きょう
はくえん）に市民活動セン
ターと併せて整備され、地
震の経験・教訓とともに、
賑わいの再生に取り組む復
興の町づくりを伝えます。


